
 

令和８年７月 10 日 

　令和８年８月１日から、自分らしい人生を送るための終活をサポートする 

「伊勢市終活情報登録事業」を開始します。 

急速な高齢化が進む中、家族の形態が変わりつつあり、高齢者の単身世帯、高

齢夫婦のみの世帯が増加し、家族がいても遠方に住んでいるなど、いざという時

に、本人の意思を伝えることが難しい状況がみられています。 

本事業は、本人が将来、意思表示が困難となった場合に備え、希望する終活に

関する情報をあらかじめ市に登録しておき、「もしもの時」に、市が医療機関、

消防、警察、登録者が指定した人からの照会に対し、情報を開示する制度です。

①、②の条件を両方満たす人  
①伊勢市に住民登録のある 65 歳以上の人　  
②「思いライフケアノート※」と「思いライフデザインノート※」の両方を所持する人  

（※）市が配布し、普及を進めているエンディングノート。希望者に提供します。

  

伊勢市終活情報登録事業を開始します

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ先 

福祉総合支援センター　《担当者》　中川、松本　《電話》0596-21-5583
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利 用 の 流 れ

利用料金

無　料 

対 象 者

医療機関、消防、警察、登録者が指定した人

登 録 情 報 開 示 先

○「思いライフケアノート」及び  
「思いライフデザインノート」の保管場所  

○緊急連絡先  
○臓器提供の意思表示とその保管場所  
○遺言書の作成の有無とその保管場所 

登 録 で き る 情 報
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